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所 属：  人文学部 人文学科 2年
名 前： 川田 真央
留学先：  ニュージーランド
留学先機関名：オークランド大学

この度は、富山大学基金の短期海外派遣プログラム支援
事業に参加させていただき、ありがとうございました。私
はオークランド大学内にある E L Aという語学学校で約 5週間
英語の授業を受けました。授業ではグループワークやディ
スカッションの機会が多く、クラスメイトと積極的に交流
しながら、楽しんで英語を学ぶことができました。
 
ニュージーランドでの生活で特に印象に残ったのは、現

地の人々の親切さと礼儀正しさです。例えば、バスを降り
る際には乗客全員が運転手に  “ T h a n k  y o u ! ”  と声をかけて
おり、その光景に心が温かくなりました。
 
今回の研修を通じて多様な価値観に触れることができ、

自分の視野を大きく広げることができました。この貴重な
経験を活かし、今後も積極的に英語学習に取り組んでいき
たいと思います。

●学部1年次対象短期海外英語研修 研修体験記 〔令和7年２月・３月に、2週間から4週間の短期海外派遣〕

所 属： 理学部 理学科 ２学年
名 前： 清水 里桜
留学先： 国名 台湾 留学先機関名：海南大学

この度は短期海外語学研修参加に関してご支援していただき
ありがとうございます。約２週間の研修では、英語で英語の文
法を学ぶ授業や調理実習の授業、C Aに関する授業など、普段と
は異なるジャンルの授業を多く体験できました。みんなで夜市
や大学の食堂に行ったり、観光に行ったりと授業外の活動も楽
しむことができました。

今回の海外研修は、自身の英語学習のモチベーションを高め
たり異文化理解を深めたりする点で非常に有意義なものであっ
たと感じております。海外の人や文化との出会いを今後さらに
積極的に行っていきたいと強く思います。

所 属：  経済学部 経済経営学科 ２学年
名 前：  西田 有希
留学先：  マレーシア 留学先機関名：トゥンクアブドゥルラーマン大学

  この度は昨年度の学部１年次対象短期海外英語研修に際し、富山大学基金からのご支援ありがとうござ
いました。私は海外に行ったことがなく、大学生のうちに経験したいと考えていたのですが、丁度この
基金・短期研修のことを知り、ぜひ活用させて頂きたく思い研修に参加しました。

マレーシアはマレーや中国、インドなどの文化が混ざる多
民族国家で、公用語もマレー語なので研修前は過ごすのが大
変なのだろうと考えて身構えていました。しかし、いざ過ご
し始めると、英語が話せる人も多く、むしろ多民族国家だか
らこそいろんな料理や文化を体験できました。

  この研修で１番心に残ったのは、行かなきゃ良い面も悪い面
もわからなかったということです。ネットだけでは絶対知り
得ない貴重な経験を学生のうちにできたことはとても有り難
く思います。この経験を糧に、これからも語学学習や留学、
他国の人々とのコミュニケーションに積極的に挑戦していき
ます。

写真2：ターンテーブルでの会食、どれも非常に
美味しかったです

写真1：マレーシアで有名なお菓子「オンデオンデ」



お問い合わせ先：富山大学総務部総務課広報・基金室(基金担当) 
〒930-8555 富山市五福3190 Tel. 076-445-6178 Fax. 076-445-6063   
 E-mail：kikin＠adm.u-toyama.ac.jp URL：https://tomidaikikin.adm.u-toyama.ac.jp

寄附の種類 寄附件数 寄附金
富山大学基金(一般) 61件 14,625,750円
うちリサイクル募金 5件 26,668円
修学支援基金 13件 312,000円
研究等支援基金 14件 665,000円

合   計 88件 15,629,418円

●富山大学基金の寄附受入状況
受入期間：令和7年4月～令和7年9月末

●富山大学、メルマガはじめました！

毎月、富山大学の
最新情報をお届けします。

所 属：人文学部 人文学科 ３学年
名 前：小屋敷 幸花
留学先：大韓民国 留学先機関名：慶北大学
期 間：令和7年3月～6月

  この度、富山大学基金事業における学生海外留学支援事業の奨学生として多大なる
ご支援を頂き、誠にありがとうございました。私は、3学年の前学期に韓国の大邱に
所在する協定校である慶北大学に留学してきました。現地の学生に混じって講義を受
け、マイクを回して議論にも参加し、班員の学生と共に資料を集めて発表をしたこと
は、活動的で能動的な韓国の教育制度について身をもって知る良い経験となりました。
特に、文学作品を通して韓国の現代社会に潜む現実について考える授業は、自国をも
省みる貴重な機会となりました。

●国立大学法人富山大学統合20周年記念式典、記念シンポジウムを挙行

●富山大学基金事業 学生海外留学支援事業 留学体験記

他にも、日韓交流のサークル活動に参加したり、現地の学生が日本
語の会話練習をする活動の手伝いをしたりすることで、互いの文化や
考えを直接共有して、国籍を超えた新たな視点で両国に対する理解を
深め合うことができました。
留学に行って得たものを意義のあるものとするために、これからも

考えることを怠らず、学業に励んでいきます。

●寄附者様ご芳名一覧 (令和７年４月～令和７年９月)
寄附者のご芳名は五福キャンパス事務局棟玄関フロア及び富山大学基金ウェブサイトでもご紹介しております。
【個人】（50音順にて記載）
會澤 宣一 井ノ口 馨 片岡 弘 鞍岡 利昭 栗原 宏樹 酒井 秀紀 坂本 晶奈 XIE BINGXIN 須藤 正幸 竹越 栄俊 竹村 樹里
遠山 和大 永尾 恵司朗 中田 由紀子 濱中 新矢 藤井 ヒメ子 藤井 康雄 藤本 孝子 前田 等 森本 直幸 吉田 勝一 和田 直也

（ほか公表辞退 25名）
【企業・法人等】
井上商事株式会社 株式会社今井機業場 射水建設興業株式会社 大高建設株式会社 大谷製鉄株式会社 株式会社オカザキ工業
株式会社KEC 株式会社小松電業所 株式会社三共空調サービス 株式会社シンソーワ 大平洋製鋼株式会社 田中精密工業株式会社
中越合金鋳工株式会社 株式会社月星製作所 富山スガキ株式会社 株式会社富山第一銀行 富山大学生活協同組合
株式会社なかたに印刷 日本海計測特機株式会社 株式会社HARITA 北陸綜合警備保障株式会社 北陸電力株式会社
松本建設株式会社 株式会社ヤマシタ ヤヨイ化学工業株式会社 一般財団法人 立仁会 （ほか公表辞退   4社）

令和７年 1 0月１日、富山大学黒田講堂にて、統合 2 0周年記念式典及び記
念シンポジウムが開催され、関係機関、卒業生、在学生、教職員約 3 0 0名
が本学 2 0周年の節目を祝いました。
記念式典では、齋藤滋学長が挨拶し、地域と世界に開かれた大学として

さらなる発展を目指す決意があり、記念シンポジウムのパネルディスカッ
ション P a r t１では「富山大学の今」をテーマに、本学の統合から現在まで
の取組及び未来への展望について意見交換が行われ、パネルディスカッ
ション P a r t２では本学卒業生４名と、現役学生を加えた５名が登壇し、
「富山大学のN E X T 2 0年に向けて」をテーマに、富山大学での経験と今後
さらに魅力ある大学となるための提言を自由な発想で語り合いました。
統合 2 0周年記念事業に、多くの企業・個人の方々からの寄附がありまし

た。皆様からの寄附を有効に利用させていただき、更なる地域と世界にに
開かれた大学を目指してまいります。今後とも、富山大学へのご支援をお
願い申し上げます。
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